
大津市子ども読書活動推進計画（第四次）にかかる取組進捗管理総括表（令和７年度）

進行評価 割合 内容評価 割合 《生涯学習課評価》
Ｓ 0% 0%
Ａ 9 90% 9 90%
Ｂ 1 10% 1 10%
Ｃ 0% 0%
Ｄ 0% 0%
ー 0% 0%

合計 10 10

進行評価 割合 内容評価 割合 《生涯学習課評価》 進行評価 割合 内容評価 割合
Ｓ 0% 0% Ｓ 0% 0%
Ａ 4 100% 4 100% Ａ 21 91% 21 91%
Ｂ 0% 0% Ｂ 2 9% 2 9%
Ｃ 0% 0% Ｃ 0% 0%
Ｄ 0% 0% Ｄ 0% 0%
ー 0% 0% ー 0% 0% 《社会教育委員意見》

合計 4 4 合計 23 23

進行評価 割合 内容評価 割合 進行評価 割合 内容評価 割合
Ｓ 0% 0% Ｓ 0% 0%
Ａ 20 95% 20 95% Ａ 11 79% 11 79%
Ｂ 1 5% 1 5% Ｂ 2 14% 2 14%
Ｃ 0% 0% Ｃ 0% 0%
Ｄ 0% 0% Ｄ 0% 0%
ー 0% 0% ー 1 7% 1 7%

合計 21 21 合計 14 14

進行評価 割合 内容評価 割合 《社会教育委員意見》 進行評価 割合 内容評価 割合 《生涯学習課評価》
Ｓ 0% 0% Ｓ 0% 0%
Ａ 12 57% 12 57% Ａ 17 89% 17 89%
Ｂ 8 38% 8 38% Ｂ 2 11% 2 11%
Ｃ 0% 0% Ｃ 0% 0%
Ｄ 0% 0% Ｄ 0% 0%
ー 1 5% 1 5% ー 0% 0%

合計 21 21 合計 19 19

進行評価 割合 内容評価 割合 進行評価 割合 内容評価 割合
Ｓ 0% 0% Ｓ 0% 0% 《社会教育委員意見》
Ａ 8 50% 8 50% Ａ 5 100% 5 100%
Ｂ 7 44% 7 44% Ｂ 0% 0%
Ｃ 0% 0% Ｃ 0% 0%
Ｄ 0% 0% Ｄ 0% 0%
ー 1 6% 1 6% ー 0% 0%

合計 16 16 合計 5 5

資料４
基本方針 各担当課の評価の状況 総括評価
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 全般的に概ね計画通りに取り組みを進め
ることができた。。親子ふれあい活動での
図書館司書職員による講座や、公⺠館での
絵本の読み聞かせの実施など、保護者への
読書啓発活動も成果を上げた。しかし、活
発だった読書ボランティアとの連携では協
力者減少が課題となっており、今後も連携
体制の整備が必要である。
 また、大学図書館との連携は効果や必要
性の観点から見直しが必要である。

基本方針 各担当課の評価の状況 総括評価
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 すべての子どもを対象とした取組につい
ては、計画通り行うことができた。
 乳幼児期の取組もほぼ計画通り行うこと
ができたが、乳幼児健診での絵本の読み聞
かせ事業については、今後関心の薄い層に
も届くよう、関係課と協力して、働きかけ
方や活動内容を工夫が必要となっている。
 学童期以降の取組については大部分が計
画通りに行うことができた。小中学校では
電子図書の活用が広がりつつあり、さらな
る促進を目指す。一方で、学校間で読書週
間や学校図書館の活用に差が見られるた
め、研修等を通じて引き続き取組を促す必
要がある。加えて、学校図書館への新聞配
備については、予算を確保する必要があ
る。
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 全般的に概ね計画通りに取り組みを進め
ることができた。大人への理解と関心の啓
発にかかる学校だよりなどで、子どもたち
の読書に関する情報提供に学校差があり、
学校司書の拡充が必要となっている。ま
た、ブックスタート事業に限らず、絵本の
読み聞かせや読書に関心の薄い保護者への
働きかけを検討していく必要がある。
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評価基準
評価 進行評価 内容評価

Ｓ：極めて良 事業が計画以上に実施できた 想定を超えた成果・実績が得られた

Ａ：良 事業が計画通り実施できた 想定通りの成果・実績が得られた

Ｂ：可 事業が概ね（７〜８割程度）計画通り実施できた 概ね（７〜８割程度）想定通りの成果・実績が得られた

Ｃ：やや不良 事業の一部が計画通り実施できなかった 想定の半分程度の成果・実績にとどまった

Ｄ：不良 事業の実績がない、または事業実施に至らなかった 成果・実績がほとんど得られなかった

−：評価対象外 新型コロナウイルス感染防止等、外的要因による事業の中止、または、事業の完了等による未実施


